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1. 経済人類学という学問

経済についての人類学

○経済＝オイコス（家、家計、節約）

→エコノミーという言葉へ

モノの生産・分配、再生産を司る仕組

○もともとオイコスは私的な領域

ポリス（政治の世界）が公的領域

○人類学＝当たり前を当たり前でなくする魔法



今日の講義のエッセンス

私たちの経済は「当たり前でない」

• 「私たちの経済」とは？

自由な市場で交換が行われる。

社会生活の中心に市場経済がある。

＝すべてがお金を介して動いている。

←「経済が社会になった」という現象



• 『経済の文明史 』

• カール・ポランニー著

• 筑摩書房



2. お金の世界で起きている不思議





• ウォール街の金融危機
Our entire economy is in danger

（2008年 Bush大統領）

• ニセ食品（偽装食品）

○交換の魔性は、昔から知られていた。

→ ジャックと豆の木

→ わらしべ長者



見知らぬ者同士の自由な交換

一本のわら
↓
ミカン三つ
↓
きれいな絹の布
↓
元気のない馬
↓
長者さんの娘



3. 交換でない世界（サモアの例）













『儀礼としての経済：
サモア社会の贈与・
権力・セクシュアリ

ティー』

• 山本泰 (著)、

• 弘文堂

山本真鳥 (著)



• サモアの儀礼経済

ファア・ラベラベ（fa’alavelave）
葬式、結婚式、称号就任式、落成式

婚姻関係にある親族集団間の「贈与」

女財＝ゴザ、男財＝ブタ

○ゴザという不思議なもの（原始貨幣？）

○交換と贈与の峻別

「財のやりとりは人と人の間に留め置かれ
る」





• 人間社会のモノのやりとりの3類型

◎互酬（reciprocity）
◎交換（exchange）
◎再分配（redistribution）

互酬の2類型

双方向の互酬、一方向の互酬

交換の優越（機械による生産）

→擬制商品（労働力、土地、お金）



4. 現代に生きる贈与（互酬）

×バレンタインデー？

○市場でも国家（政治）で
もない第三の領域。

「新しい市民社会」、

NPO、ボランティア、

地域通貨etc.
顔の見える関係を主軸とし
たSocial Capitalの創成


